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マネジメントの導入
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サプライチェーンマネジメント導入に向けた施工段階での課題

• 一品受注生産で、受注を受けてからの生産とならざるを得ず、待ち時間のロスが発生

• 受注を先読みして製造しても、同規格の製品が発注されなければデッドストックとなるリスク有

課 題

待ち時間によるロス、
在庫のロス

待ち時間によるロス、
在庫のロス

施工 検査調査・測量 設計
維持管理・
更新

原材料
（鋼材、木材、
セメント、骨材等）

部材（部品）
（鉄筋、型枠、
生コン等）

組立等
（現場or工場）

【施工段階でのサプライチェーン上の課題】
• 過去の需要などによる見込み生産
• 一品生産が基本であり、発注後、仕様の
確認、製作という順となり、納期に時間が
かかる

【建設生産プロセス上の課題】
• 設計と現地条件の不一致
• 施工性や管理の効率化等ま
で含めて設計の段階では配
慮されにくい

手戻りの
発生

メンテナンス
しづらい構造

地質調査会社
測量会社 コンサルタント 建設会社 建設会社

建設会社
コンサルタント

専門工事会社

建材メーカー
生コン会社

材料メーカー

発注者
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○ メーカー（上流部門）の一括調達管理による調達コストの削減
○ サプライチェーン全域での情報共有化による在庫削減、ジャストインタイム納入の実現
○ 地域完結型物流網による輸送コストの削減と供給リードタイムの短縮
○ ユニット化（規格標準化）による施工期間の短縮と品質の安定化

検査調査・測量
維持管理・
更新

原材料
部品

・ ユニット組立
・ 設備工事

【施工時】
• 生産工場でプレ加工/ユニット化さ
れた部材の組立て作業が中心

【調達時】
• 大量購入による調達コストの
削減

• 工場生産計画に基づき邸別
にジャストインタイムで納入

専門工事会社

部材メーカー

顧 客

サプライチェーンマネージメントの先進事例

メーカー

販売会社

生産工場

受注 引き渡し

ジャストインタイム納入

地域物流

納入指示

情報の 共有化

工事計画設計

調達 生産計画 ユニット
製造

工事情報
工事情報
共有

ハブ

幹線物流
・ 物流拠点の設置による地域物
流網の構築

・ ジャストインタイム納入による無
駄な置場、取り置きを削減



建設業界における現状（生コンの事例）

○生コン情報の従来型運用

【①出荷】

出荷時刻を記録した
紙伝票発行

【④品質管理】

打設情報を管理表と
して残すのみ

【③打設】

打設開始時刻、終了時
刻、品質等の施工情報を
別様式に記入

従

来

【②受入れ】

伝票に到着時刻を
記入、品質確認後に
受け入れサイン記入

生コン工場 コンクリート受け入れ場所・打設箇所 事務所等

紙伝票発行 受入れ 打設 品質管理

納入書サイン

打設状況を野帳等に記載 打設管理表の作成
（納入書と野帳から打ち替え作業）

 コンクリートの品質等の情報については、生コン工場で発行された紙伝票により情報
が伝達。結果、工事情報の共有・保管・提出等の場面で、改めてデータ入力作業が生
じている

 現場での試験結果や運搬状況がリアルタイムでやりとりできないので、現場やプラント
での状況を相互にやりとりするのに時間がかかり、状況によっては打設の手戻りが生
じている

現状の課題
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外気温25°以下
2時間以内

外気温25°以上
1.5時間以内



施工関連情報の電子化と情報共有のイメージ

工事事務所等

生コン工場

施工現場

WEBサーバー

施工進捗状況の確認

出荷状況の確認
受け入れ検査結果の記録
打設進捗状況の記録出荷情報の入力

打設状況の確認

記録･確認
記録･確認

記録･確認

更新･保存

 工事事務所や生コン工場、施工現場などがWEBサーバーを中心とした情報
ネットワークを構築し、簡便な記録･確認を可能とする。

 生コンクリートの出荷から打設までの情報を施工担当者間でリアルタイムに
共有でき、最適な搬送計画やデータ整理の効率化などの効果が期待される。

発注者

記録･確認

品質管理の確認
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確認・検査



生コン情報の共有化の取組み

 製造側と施工者側の双方で取組める最適な運用方法検討と現場試行

→ 引き続き、双方が最適な運用となる様、調整を行う場において検討する。

→ 今年度、現場試行に向けた具体な調整を図る。

 試行現場において、製造側と施工者側の双方における効果を検証

⇒より具体的かつ効果的なサプライチェーンマネジメントの実現をめざす。
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今後の取組み



審議事項
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•コンクリートにおいて効率的なサプライチェーンを実現す
るために、先進事例を参考にしつつ、改善ポイントは。

•PCa製品に関して、効率的なサプライチェーンを実現す
るためには、どのような取組みがあるか。


